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(1)現地観測により，港湾周辺の波のエネルギースペクトルは，潮汐， 10分から 30分程度の周期， 1 分から 2分程度
の周期及び風波のエネルギーの車越する周期の 10秒前後という 4つのピークを持つことを示し，特に周期 10分から 30
分程度の長周期波動成分に対応するエネルギ一成分が大きいことを明らかにしている。
(2) 現地観測及び可視化実験により，港湾の防波堤先端部で大規模渦が形成され，この渦により底質の浮遊現象が助
長されることを明らかにし，この渦が 10秒程度の周期と 100 秒程度の周期を有すること，特に 100秒前後の渦が卓越
することを明確にしている。
(3) 港湾の埋没原因が上記渦によって生じる浮遊砂及び(1)で述べた長周期波浪による流速に起因すると考え，これ
らの効果を考慮した港内堆砂シミュレーションを行い，従来考慮されていなかった長周期波の効果を加味した港内堆砂
モデルを構築している。
(4) このモデルを現地(飯岡漁港)に適用し港内流入漂砂量の計算を行い，実測結果と比較した結果，計算結果は実
測結果の月別変動幅のほぼ平均的な値を与えることが検証され，また長周期波を考慮しないモデルではその 1/2 しか
得られていないことから，漂砂による港湾埋没モデルにおける長周期波の影響を明らかにしている。
以上のように本論文は，港湾埋没機構における長周期波の影響について明らかにするとともに港湾埋没予測の数値モ
デルを提案し，その妥当性を現地観測により確認している。本研究の成果は港湾建設計画及ひ、維持工法の改善に寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
??Aせ円。
